
















])研究目的 

わが国の乳児栄養の体系は母乳または代替としての育児用ミルク.離乳食その他牛乳が基

本食品として立てられていた。そこヘフォローアップ・ミルクが主に商業的理由が先行し

て市販されるようになったが,これは牛乳の代替品あるいは改良品であるというメーカー

側の位置づけで,9 ヵ月から使用という立前がとられた。それはその後,小児科医の大体の

合意も得られて今日に至っているが,最近,メーカー主導で 6ヵ月から使用というフォロー

アップ・ミルクが市販された。これは FAO/WHOの Codex 委員会における follow-upformula

の考え方に基くと思われるが,この考え方には「液状離乳食」という概念が中核となってい

る。 

これらのことはこれまでのわが国の乳児栄養,ことに離乳の体系を混乱させる可能性があ

るので,この整理の目的で研究考察を行った。 


